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生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の連
携・統合をめざす創造的な教育を推進し、確かな知識・技術と幅
広く深い教養を身につけた人間性豊かな専門職業人を育成す
ることによって地域社会ならびに国際社会に貢献することを本
学の教育理念とする。

■北海道医療大学の教育理念
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（R・T記）

　弥生３月、やわらかな冬の日差しに暖かさが増し新芽が芽吹く季節になりました。

　卒業生のみなさん、おめでとうございます。

　今年の冬は雪が少ない、暖冬だったとのことですが、十数年ぶりに北海道に戻った身としては、道路の

凍結や視界ゼロ状態は、これが北海道の冬！という実感をこえて恐怖でした。恐怖の通勤中、雪の少ない

地域では気づけなかった自分の運転の癖が見えてきました。坂道の多い地域にいたのでスピードコント

ロールは慣れているつもりでしたが、凍結路でいくらゆっくり踏んでもタイヤが止まってしまうと横方向

にぶれるということがわからなかったようです。毎日思案し、冬も終わりが見えてきた今日まできてやっ

と、路面状況と周りの運転に合わせられるようになりました。

　新生活がスタートし、新たな環境での活動が始まるとこれまで見えなかった自分が見えてくることも多い

かと思います。新たな環境で生かせること、習熟が必要であること、積極的に新たな学習を積むべきこと、毎

日たくさんのことに触れるでしょうが、良き先輩方のサポートを受け、同僚とのチームワークを築きつつ進ま

れますように。今年はオリンピックイヤー！活気あふれる雰囲気の中のスタート！健闘を祈ります。

T O P I C S

左からBecher院長、Hell教授、永易教授、安彦教授、
齊藤教授

ドイツ、ユングシュテリング病院と
歯学部が交流協定を締結
　12月10日ドイツのジーゲンにあるユングシュテリング病院に、歯学部の安彦教授、永
易教授、齊藤教授の３人が訪れ、交流協定のための調印式が行われました。
　昨年、同病院口腔外科と本学口腔外科が講座間提携したことに続いて行われたもの
であり、今後、歯学部の学生および全講座との交流が行われることが確認されました。

学術交流先のアルバータ大学薬学部を
薬学部教員が訪問

左から町田准教授、薬理学研究室のJohn Seubert教授、
平藤教授

　11月16日カナダのアルバータ大学薬学部に、薬学部の平藤教授、町田准教授の２
人が訪れ、それぞれ本薬学部及び薬学研究科の紹介と多価不飽和脂肪酸の生理作用
についてのセミナーを行って来ました。これは、大学間学術交流協定を結んでいるア
ルバータ大学薬学部からの招待によるもので、留学中の大学院薬学研究科第２学年
の遠藤朋子さんの激励のためにもとても良い機会となりました。今後ますます、大学
院生や学部生、教員との活発な学術交流が行われることが期待されました。

札幌開成中等教育学校特別講義
「プレ先端科学特論」実施
　１月６日と７日の２日間にわたり、札幌開成中等教育学校４年生54名を対象に、特別
講義「プレ先端科学特論」を実施しました。
　テーマは「自分の遺伝子を解析してみよう」。初日は本学個体差健康科学研究所 太
田亨教授と岩手医科大学医学部臨床遺伝学科 徳富智明准教授による、遺伝子の基礎
についての講義、自分の細胞からDNAを抽出し耳垢型を解析する実験を実施。
　2日目は、公立大学法人横浜市立大学大学院 医学研究科遺伝学分野 松本直通教
授による特別講演「次世代シークエンスと遺伝性疾患」終了後、２つの班に分かれ、徳
富智明准教授による講義「家系図作成プログラムを使って家系図を作成しよう」と、初
日の実験結果の確認・玉ねぎのDNAを抽出する実験をそれぞれ交互に行いました。
　遺伝子解析実験や最先端の講義など大学ならではの学問・研究の様子を知る
機会を持ち、またその内容について理解と興味を深める有意義な時間を過ごした
ようでした。


